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コメント 

 本研究は、応募者らがこれまで開発してきた⾼速撮像デバイ
スを発展させ新たに発明した、超⾼時間分解能を有し多窓時間
分解を可能とする撮像デバイスである「ハイブリッドカスケー
ド光電荷変調素⼦（HyCAM）」について、基礎学理の解明から
バイオメディカルイメージング等への応⽤までを⽬指すもので
ある。 

本研究は挑戦的で意欲的な提案となっており、学術的重要性
が⾼く、⽣命科学、先進医療、医学など広い学術領域への波及
効果も⼤きい。また、これまでの応募者の研究実績に裏付けさ
れたものであることからも、⼗分な研究成果が期待できる。 

  

  


